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市では、現在、対策等が進んでいませんが、関係部署と連携し照明機器の設置現状や周辺への

影響などを調査し、その結果をもとに良好な照明環境の保全に関する指針を作成し、市の施策や施

設整備に反映するとともに、光害に関する啓発と速やかな対応に努めるなど対策を推進していく予定

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

苦情受付件数の推移                                         （単位：件） 

 

年度 
現象 

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 

ばい煙 ２７ ４１ ４３ ３０ ３３ ４１ ３３ 

粉じん ５ ４ ２ ４ ５ ０ １０ 

有害ガス ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

悪臭 ６ １６ １６ ７ １１ １５ ２１ 

水質汚濁 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

騒音 １９ ３３ ４５ ２７ ４５ ４４ ５１ 

振動 ４ １ １ ２ ２ ３ ２ 

地盤沈下 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

土壌汚染 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

電波障害 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

放射能 ‐ ３６５ ０ ０ ０ ０ ０ 

その他 １ ２ ２ ４ ３ ７ ６ 

合計 ６３ ４６２ １０９ ７４ ９９ １１０ １２４ 

公害苦情の概要 

平成２８年度に、市に寄せられた苦情の受付件数は１２４件で、その内訳は、件数が多い順に、騒音

（５１）、ばい煙（３３）、悪臭（２１）、粉じん（１０）、その他（６）、振動（２）、電波障害（１）となっています。 

騒音苦情は、大規模な建築物の解体や建設工事によるものが多く寄せられています。 

また、ばい煙苦情は、ダイオキシン類に関する市民の関心が高くなったことと、平成９年７月からの事

業系ごみ有料化及び平成２２年２月から実施された家庭用ごみの有料化の影響によるものなどが原

因と考えられます。 

焼却炉については、平成１１年度にダイオキシン類対策特別措置法が制定され、平成１２年度の法

改正によりさらに規制が強化されました。また、東京都環境確保条例によりダイオキシン類排出対策の

とられていない小型焼却炉の使用や野焼きは原則として禁止されています。 
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